
梅
園
は
、
張
子
の
著
作
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
読
書
メ
モ

「
浦
子
手
記
」
の
目
録
（
『
大
分
県
史
料
」
⑫
参
照
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
梅
園

は
”
才
で
『
理
学
類
篇
』
、
謁
才
で
『
性
理
大
全
』
、
舗
才
で
『
朱
子
語
類
』
と

取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
『
性
理
大
全
』
に
は
張
子
の
主
著

で
あ
る
『
正
蒙
』
や
『
西
銘
』
が
、
そ
し
て
『
理
学
類
篇
』
『
朱
子
語
類
』
に

江
戸
時
代
の
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
年
’
一
七
八
九
年
）
の
儒
学
と
宋
代
中

国
の
張
載
（
一
○
二
○
年
’
一
○
七
七
年
）
の
気
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
先
学
に
よ
り
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
立
ち
入
っ
て
の
詳

細
な
論
究
は
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
っ
た
い
梅
園
は
、
お

よ
そ
七
百
年
前
の
張
子
の
哲
学
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
か
つ
い
か
に
発
展
さ
せ

た
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
小
論
で
は
、
な
か
ん
ず
く
八
気
ｖ
と
八
神
ｖ
の
概
念
を

吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
両
者
の
思
想
史
上
の
相
互
関
係
を
考
察
し
た
い
。

は
じ
め
に

一
、
一
ｍ

梅
園
と
張
載

も
張
子
の
言
説
な
い
し
そ
れ
へ
の
朱
子
の
註
解
が
収
録
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
ら

に
よ
り
梅
園
は
、
張
子
の
気
論
の
象
な
ら
ず
宋
学
の
全
般
を
す
ら
展
望
す
る
こ

；
、
．

と
が
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
鋤
才
を
前
後
す
る
年
代
は
、
梅

園
の
気
論
の
草
創
の
時
期
に
該
当
し
た
ら
し
い
。
梅
園
自
身
に
よ
る
昔
日
へ
の

回
想
・
追
憶
の
言
葉
が
あ
る
の
で
左
に
掲
げ
よ
う
。

●

歳
二
十
有
九
・
始
有
レ
観
し
干
し
気
。
漸
知
三
天
地
有
二
条
理
一
。
（
「
復
二
高

伯
起
一
書
」
ｌ
『
梅
園
全
集
』
上
巻
六
六
四
頁
）

●

三
十
の
年
、
始
め
て
天
地
は
気
な
り
と
心
づ
き
た
り
。
そ
れ
よ
り
天
地
に

条
理
と
い
ふ
者
有
る
事
を
見
付
け
た
り
。
（
『
洞
仙
先
生
口
授
』
ｌ
『
梅

園
研
究
』
第
３
号
ｐ
調
）

こ
れ
が
気
論
へ
の
開
眼
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
十
代
か
ら
三
十
代
へ
の
転
機

を
も
た
ら
し
た
の
は
、
多
分
張
子
の
哲
学
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
て
梅
園

が
列
子
と
一
緒
に
張
子
の
言
説
を
寸
評
し
た
短
文
が
あ
る
か
ら
次
に
記
し
た

い
。

●

張
子
日
。
気
之
聚
三
散
於
二
太
虚
一
。
猶
三
旅
之
凝
二
釈
於
水
一
。
列
子
日
。
天

地
者
。
空
中
之
一
細
物
。
有
中
之
最
巨
者
也
。
世
以
為
二
格
言
一
。
然
未
レ

柳

沢
南

一



壼
突
。
：
、
彼
日
四
聚
三
散
於
二
太
虚
一
者
。
離
し
気
而
見
レ
虚
也
。
彼
日
二
空
中

之
一
細
物
一
者
。
除
し
天
而
見
レ
空
也
。
（
『
贄
語
』
天
地
峡
Ｉ
『
梅
園
全

集
』
上
巻
三
○
三
頁
’
三
○
四
頁
）

こ
の
箇
条
を
め
ぐ
っ
て
高
田
真
治
博
士
お
よ
び
小
柳
司
気
太
博
士
に
よ
り
コ

メ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
田
氏
「
梅
園
が
一
元
気
を
説
明
す
る
の
に
映
々
た
り
、
洋
々
た
り
と
謂

ひ
、
又
は
映
然
た
る
一
気
と
日
っ
て
居
る
の
は
、
張
子
の
映
然
と
相
近
い
も
の

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
梅
園
は
賛
語
天
地
峡
上
精
鹿
第
三
に
於
て
、
張
子
の
気

聚
二
散
於
太
虚
一
、
猶
三
水
之
凝
二
釈
於
水
一
の
語
を
挙
げ
て
、
然
未
壼
突
と
評
し

て
居
る
か
ら
、
や
は
り
張
子
の
見
解
と
も
異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
の
で

あ
る
。
且
つ
梅
園
の
玄
語
・
賛
語
の
三
十
万
語
と
張
子
の
正
蒙
の
数
千
語
と
は

其
の
分
量
の
大
小
と
論
説
の
精
粗
と
に
於
て
相
比
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
有

る
。
」
（
『
東
洋
思
潮
の
研
究
』
第
一
ｐ
洲
ｌ
な
お
こ
れ
と
殆
ど
同
じ
趣
旨
の
記

述
が
ｐ
洲
に
も
あ
る
。
）

小
柳
氏
「
我
国
に
於
て
、
一
元
気
論
を
主
張
し
た
る
は
、
伊
藤
仁
斎
で
あ
る

こ
と
、
何
人
も
知
る
所
な
る
が
、
支
那
に
於
て
之
を
見
る
に
其
の
最
も
旗
幟
鮮

明
な
る
は
張
横
渠
で
あ
る
。
…
而
し
て
吾
人
が
此
に
最
も
梅
園
と
比
較
に
便
な

る
者
は
、
実
に
張
横
渠
に
し
て
、
其
著
正
蒙
は
、
其
議
論
の
態
度
と
い
ひ
、
其

の
旨
意
の
帰
着
す
る
所
と
い
ひ
、
余
程
類
似
し
て
居
る
こ
と
を
感
ず
る
次
第
で

あ
る
。
．
：
梅
園
は
前
述
の
如
く
、
張
横
渠
の
気
之
聚
二
散
於
太
虚
一
。
猶
三
水
之

凝
二
釈
於
水
一
を
引
き
て
、
之
を
非
難
し
た
る
も
、
真
ち
に
其
文
の
下
に
、
知
二

太
虚
即
気
一
則
無
無
。
聖
人
語
下
性
与
一
美
道
一
之
極
上
。
壼
二
於
参
伍
之
神
一
。
変

易
而
已
。
諸
子
浅
妄
３
有
二
有
無
之
分
一
。
非
二
窮
理
之
学
一
也
と
い
ふ
を
読
み
来

ら
ぱ
、
張
横
渠
の
立
論
の
真
意
が
何
れ
に
あ
る
か
を
、
知
る
事
が
出
来
よ
う
と

思
ふ
。
」
（
『
東
洋
思
想
の
研
究
』
二
三
四
頁
）

さ
て
「
然
未
壼
突
」
と
い
う
梅
園
か
ら
張
子
へ
の
評
言
の
語
意
は
、
し
か
し

ま
だ
完
全
・
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
い
っ
た
い
梅
園
に
と
っ

て
は
張
子
の
な
に
が
ど
う
完
全
・
十
分
で
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
高
田
氏

は
、
張
子
の
『
正
蒙
』
と
梅
園
の
『
玄
語
』
『
贄
語
』
の
「
分
量
の
大
小
と
論

理
の
精
粗
」
と
い
う
ご
く
漠
然
と
し
た
事
柄
を
記
述
さ
れ
る
以
外
は
、
「
然
未

壼
芙
」
の
実
質
を
不
問
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
小
柳
氏
は
、
「
然
未
壼
突
」

と
い
う
言
辞
の
文
意
を
慎
重
に
点
検
さ
れ
、
梅
園
に
よ
り
誤
解
な
い
し
看
過
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
張
子
の
「
立
論
の
真
意
」
に
光
を
当
て
よ
う
と
さ
れ

た
。
た
し
か
に
以
下
に
記
述
す
る
ご
と
く
、
張
子
の
〃
無
無
″
の
立
場
は
、
梅

園
の
〃
不
無
″
の
見
地
に
一
致
さ
え
す
る
。
両
人
は
、
人
気
ｖ
が
八
虚
ｖ
に
充

満
な
い
し
横
溢
し
寸
分
の
隙
間
も
な
い
と
し
た
。
し
か
も
彼
等
に
よ
る
な
ら
ば

こ
の
人
気
ｖ
は
八
虚
ｖ
に
集
中
し
た
り
分
散
し
た
り
す
る
と
い
う
。
張
子
の
文

章
か
ら
例
に
挙
げ
よ
う
。

●

●
●

気
聚
散
於
太
虚
、
猶
亦
之
凝
釈
於
水
、
知
太
虚
即
気
則
無
無
、
（
『
正
蒙
』

太
和
篇
）

●
０
０
●

．
●

太
虚
無
形
、
気
之
本
体
、
其
聚
其
散
、
変
化
之
客
形
爾
、
気
之
為
物
、
散

０
０

０
Ｏ

●

●
●

入
無
形
、
…
聚
為
有
象
、
…
太
虚
不
能
無
気
、
気
不
能
不
聚
而
為
万
物
、

●

万
物
不
能
不
散
而
為
太
虚
（
同
右
）

●気
映
然
太
虚
、
升
降
飛
揚
未
嘗
止
息
、
：
．
浮
而
上
者
陽
之
清
、
降
而
下
者

陰
之
濁
（
同
右
）

〃
無
無
″
な
る
八
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″
す
る
と
い
う
の
が
張
子
の
哲

学
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
気
ｖ
が
集
中
す
れ
ば
「
有
象
」
な
る
人
物
ｖ

に
凝
固
す
る
が
、
分
散
し
た
ら
「
無
形
」
な
る
八
虚
ｖ
に
溶
解
し
て
し
ま
う
。

し
か
も
こ
の
八
気
ｖ
は
八
虚
ｖ
に
充
満
な
い
し
横
溢
し
て
寸
分
の
隙
間
も
な
い

二



と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
（
不
能
無
気
）
。
梅
園
は
、
こ
の
よ
う
な
張
子

の
気
論
を
継
承
し
か
つ
発
展
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
殆
ど
同
じ
く
〃
不
無
″
な

る
八
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″
す
る
と
い
う
の
が
梅
園
の
哲
学
だ
っ
た
。
や

は
り
人
気
ｖ
は
八
虚
ｖ
に
充
満
な
い
し
横
溢
し
寸
分
の
隙
間
も
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
梅
園
の
言
葉
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

天
地
活
物
、
故
不
し
死
、
天
地
有
し
物
、
故
不
し
無
、
（
『
玄
語
』
天
冊
Ｉ
『
梅

園
全
集
』
上
巻
四
六
頁
）

●気
見
が
た
き
も
の
は
眼
に
さ
へ
ぎ
ら
ず
耳
に
応
ぜ
ず
是
を
以
て
是
を
空
と

●

い
へ
ど
も
よ
く
承
る
と
き
は
気
充
満
し
て
髪
を
直
の
間
も
空
処
を
み
ず

（
『
元
煕
論
』
Ｉ
同
右
七
四
三
頁
）

●

其
か
た
ち
有
物
を
物
と
申
か
た
ち
な
ぎ
物
を
気
と
申
候
か
た
ち
な
き
物
は

目
に
さ
へ
ぎ
ら
ず
手
に
さ
は
ら
ず
候
程
に
む
か
し
の
人
も
心
得
違
ひ
て
虚

空
な
り
無
な
り
と
お
も
ひ
候
（
「
答
二
多
賀
墨
卿
一
」
Ｉ
同
右
下
巻
九
一
頁
）

●

●

●

さ
れ
ば
虚
と
は
、
唯
形
が
虚
な
り
と
い
ふ
迄
に
て
、
気
に
虚
空
と
い
ふ
こ

●

●

と
は
な
し
。
む
か
し
よ
り
人
の
此
気
と
い
ふ
も
の
を
ぶ
つ
け
ず
し
て
虚
の

空
の
と
何
も
な
き
様
に
お
も
へ
り
。
な
き
物
は
な
し
。
こ
の
天
は
あ
る
も

●

の
也
。
あ
る
も
の
有
。
か
た
ち
は
虚
な
る
故
、
な
し
と
誤
れ
り
。
（
『
玄
語

手
ひ
き
草
』
Ｉ
『
梅
園
研
究
』
創
刊
号
ｐ
８
）

あ
く
ま
で
も
無
を
否
定
し
有
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
梅
園
の
見

地
は
、
張
子
の
立
場
に
著
し
く
似
て
い
る
。
彼
等
に
と
っ
て
空
間
と
物
質
は
、

ま
さ
に
不
即
不
離
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
空
間
の
物
質
と
し
て
集
中
お
よ
び
分

散
す
る
の
は
微
細
な
粒
子
で
あ
る
と
ゑ
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
さ
ら
に

〃
不
無
″
な
る
八
虚
ｖ
は
連
続
で
あ
る
方
面
な
の
に
対
し
逆
に
〃
聚
散
″
す
る

人
気
ｖ
は
連
続
で
な
い
方
面
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
註
１
）
引
き
続
い

て
梅
園
の
文
章
を
左
に
掲
げ
た
い
。

是
以
峡
峡
之
中
、
物
体
、
濁
実
重
凝
而
下
結
焉
、
物
気
、
清
虚
軽
融
而
上

散
焉
、
（
『
玄
語
』
本
壱
不
Ｉ
『
梅
園
全
集
』
上
巻
三
四
頁
）

天
者
精
芙
。
容
二
万
物
一
而
不
レ
見
二
有
余
一
。
除
二
万
物
一
而
不
レ
見
二
不
足
一
。

●

故
聚
散
解
結
者
。
遊
二
其
中
一
焉
。
蓋
気
能
聚
散
。
質
能
解
結
。
然
而
気

不
レ
聚
則
質
不
レ
結
篇
。
気
不
レ
散
則
質
不
レ
通
鴬
。
（
『
玄
語
』
地
冊
ｌ
同

右
一
五
四
頁
）

右
の
文
で
「
容
二
万
物
一
而
不
レ
見
二
有
余
こ
「
除
二
万
物
一
而
不
レ
見
二
不
足
一
」

は
〃
不
無
″
の
一
面
で
あ
り
、
「
気
能
聚
散
、
質
能
解
結
」
は
〃
聚
散
″
の
反

面
だ
っ
た
。
い
わ
ば
前
者
が
連
続
で
あ
る
方
面
な
の
に
対
し
、
逆
に
後
者
は
連

続
で
な
い
方
面
だ
と
ゑ
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
し
か
も
〃
不
無
″
な
る
物

質
空
間
と
〃
聚
散
″
す
る
微
細
粒
子
は
、
ま
さ
に
表
裏
一
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら

両
面
の
同
一
Ｉ
区
別
の
思
想
こ
そ
と
り
も
な
お
さ
ず
張
子
・
梅
園
の
八
虚
Ｖ
Ｉ

Ａ
気
ｖ
の
哲
学
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
梅
園
か
ら
張
子
へ
の
批
評
の
一
文
に
再
び
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
は
た

し
て
梅
園
は
本
当
に
張
子
の
〃
無
無
″
と
い
う
「
立
論
の
真
意
」
を
誤
解
な
い

し
看
過
し
て
し
ま
い
、
「
然
未
壼
突
」
と
批
判
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
い
や
お
そ

ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
き
っ
と
梅
園
は
、
そ
れ
ら
を
知
り
尽
く
し
た
う
え

で
さ
ら
に
な
お
「
然
未
壼
突
」
と
評
論
で
き
る
だ
け
の
地
点
に
ま
で
到
達
し
て

い
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
で
は
い
っ
た
い
梅
園
に
と
っ
て
張
子
の
な
に
が
ど
う

完
全
・
十
分
で
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
人
気
ｖ
の
承
な
ら
ず
八
神
ｖ
の
概
念
を
も
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
神

前
章
で
記
述
し
た
ご
と
く
、
〃
無
無
″
な
る
人
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″

一
一
一



’

す
る
と
い
う
の
が
張
子
の
気
論
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
八
気
ｖ
は
分

散
す
る
と
「
無
形
」
な
る
八
虚
ｖ
に
溶
解
し
て
し
ま
う
が
、
集
中
し
た
ら
「
有

象
」
な
る
人
物
ｖ
に
凝
固
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
張
子
は
、
八
虚
ｖ
に
は
八
神

ｖ
が
流
通
す
る
が
人
物
ｖ
に
は
人
形
ｖ
が
停
滞
す
る
と
し
た
。
こ
の
八
神
ｖ
は

連
動
の
活
力
で
あ
り
、
八
形
ｖ
は
物
質
の
形
象
だ
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な

い
。
と
こ
ろ
で
〃
聚
散
川
は
ま
た
「
清
濁
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
八
気
ｖ
は
、
八
散
Ｖ
れ
ば
八
情
Ｖ
な
る
八
虚
ｖ
に
溶
解
し
人
神
ｖ
し
て
流
通

す
る
が
、
八
聚
Ｖ
ま
る
と
八
濁
Ｖ
な
る
八
物
ｖ
に
凝
固
し
八
形
ｖ
と
し
て
停
滞

す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
八
気
ｖ
の
両
側
に
散
Ⅱ
情
Ｉ

虚
Ｉ
神
と
聚
ｌ
濁
Ｉ
物
ｌ
形
が
分
極
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
張
子
の
語

句
を
次
に
記
そ
う
。

●

太
虚
為
清
、
清
則
無
擬
、
故
神
、
反
清
為
濁
、
濁
則
形
、
凡
気
清
則
通
、

昏
則
準
、
清
極
則
神
、
（
「
正
蒙
」
太
和
篇
）

●
●

●

太
虚
者
気
之
体
、
気
有
陰
陽
屈
伸
相
感
之
無
窮
、
故
神
之
応
也
無
窮
、
其

散
無
数
、
故
神
之
応
也
無
数
、
誰
無
窮
、
其
実
湛
然
、
雌
無
数
、
其
実
一

而
已
、
（
乾
称
篇
）

か
く
て
張
子
の
気
論
の
構
造
を
図
式
に
し
て
ゑ
れ
ぱ
、
八
虚
ｖ
’
八
気
Ｖ
Ｉ

Ａ
物
ｖ
ま
た
は
八
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
Ｖ
Ｉ
Ａ
形
ｖ
と
な
る
。
（
付
図
参
照
）
さ
て
梅

園
も
ま
た
〃
不
無
″
な
る
八
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″
す
る
と
し
た
こ
と

は
、
前
述
し
た
と
う
り
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
張
子
の
「
清
濁
」
に
相
当
す
る
梅

園
の
用
語
は
「
精
鹿
」
だ
っ
た
。
両
者
が
照
応
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
左
の
文

か
ら
も
容
易
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

●

蓋
清
濁
者
精
鹿
之
分
也
、
気
者
精
焉
、
故
清
、
質
者
鹿
焉
、
故
濁
、
清
則

●

●

無
し
痕
し
干
二
其
気
一
、
濁
則
有
し
跡
し
千
二
其
気
一
、
（
『
玄
語
』
小
冊
『
梅
園

全
集
』
上
巻
二
四
一
頁
）

こ
の
「
精
鹿
」
は
ま
た
「
没
露
」
や
「
虚
実
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
八
気
ｖ
が
八
散
Ｖ
れ
ば
八
精
Ｖ
で
八
没
Ｖ
し
て
八
虚
Ｖ
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
八
聚
Ｖ
ま
れ
ぱ
八
鹿
Ｖ
で
八
露
Ｖ
し
て
八
実
Ｖ
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

か
く
て
八
気
ｖ
は
、
散
Ⅱ
精
Ｉ
没
ｌ
虚
Ｉ
と
聚
Ｉ
粗
Ⅱ
露
Ｉ
実
の
両
極
に
二
分

さ
れ
る
と
み
な
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
梅
園
に
よ
る
な
ら
ば
、
前
者
は
「

か
た
ち
な
き
も
の
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
逆
に
後
者
は
「
か
た
ち
あ
る
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
梅
園
の
気
論
の
構
造
を
図
式
に
し
て
み
る
と
、
八
虚
Ｖ
Ｉ
Ａ
神
ｖ
’

八
形
ｖ
ま
た
は
八
気
ｖ
’
八
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
物
ｖ
に
な
る
。
（
付
図
参
照
）
八
気
ｖ

か
ら
見
れ
ば
八
神
ｖ
は
む
し
ろ
八
物
ｖ
の
側
に
あ
る
。
し
か
し
八
物
ｖ
よ
り
見

た
ら
八
神
ｖ
は
や
は
り
八
気
ｖ
の
側
に
あ
る
。
か
く
て
人
神
ｖ
は
、
人
気
ｖ
と

人
物
ｖ
の
間
に
挾
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
張
子
の
八
神
ｖ
ｌ
人
気
ｖ
ｌ

人
形
ｖ
か
ら
梅
園
の
八
気
ｖ
’
八
神
ｖ
ｌ
人
物
ｖ
へ
と
構
造
が
改
良
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
気
論
で
八
形
ｖ
と
人
物
ｖ
は
殆
ど
同
じ
で
あ
る

が
、
八
神
ｖ
’
八
気
ｖ
か
ら
人
気
Ｖ
Ｉ
Ａ
神
ｖ
へ
と
順
序
が
逆
転
し
た
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
人
気
ｖ
が
八
虚
ｖ
の
方
へ
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
逆
に
八
神
ｖ

は
八
物
ｖ
の
方
に
下
降
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
一
）
（
両
）

八
神
ｖ
’
八
気
Ｖ
Ｉ
Ａ
形
ｖ
張
載

（
虚
）
（
物
）

無
形
清
濁
有
象

散
聚

虚
没
精
鹿
実
露

四



（
天
）
（
本
）

八
気
ｖ
’
八
神
ｖ
ｌ
人
物
ｖ
梅
園

（
一
）
（
一
一
）

い
わ
ば
八
神
ｖ
は
活
力
、
八
物
ｖ
は
物
体
、
そ
し
て
八
気
ｖ
は
物
体
を
構
成

す
る
活
力
あ
る
要
素
す
な
わ
ち
運
動
し
て
い
る
物
質
で
あ
る
と
み
な
し
て
さ
し

つ
か
え
な
い
。
さ
ら
に
梅
園
に
と
っ
て
こ
の
人
気
ｖ
と
表
裏
を
な
す
八
虚
ｖ

は
、
時
間
・
空
間
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
八
虚
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
ｖ

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
時
間
Ｉ
空
間
と
物
質
Ｉ
運
動
の
区
別
Ｉ
同
一
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
し
て
八
虚
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
ｖ
の
時
空
が
「
か
た
ち
な
き
も
の
」
で
あ

り
、
八
物
ｖ
’
八
形
ｖ
の
物
体
は
「
か
た
ち
あ
る
も
の
」
だ
っ
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
。
前
者
は
八
天
ｖ
、
そ
し
て
後
者
は
八
本
ｖ
と
い
う
用
語
で
表
現

さ
れ
た
。
梅
園
の
文
章
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

於
レ
是
乎
、
気
能
精
没
、
物
能
鹿
露
、
精
没
則
神
之
体
、
鹿
露
則
物
之
休
、

●
●
●
０
●

●
●
●
Ｏ

神
本
気
、
而
気
者
天
也
、
物
者
地
也
、
神
物
共
物
、
而
天
為
二
其
宅
路
一
、

（
『
玄
語
』
本
宗
ｌ
『
梅
園
全
集
』
上
巻
三
一
頁
）

Ｏ

●
●
●
Ｏ

●
●

○

時
処
、
天
也
、
神
物
、
物
也
、
天
能
容
し
物
、
物
容
居
レ
天
（
同
右
地
冊
ｌ

同
右
一
二
一
頁
）
Ｏ

●

虚
者
見
二
宇
宙
之
天
一
容
二
精
鹿
へ
宇
宙
能
没
二
其
体
「
天
地
能
露
二
其
物
一
、

Ｏ

…
故
合
二
時
処
一
為
二
其
天
一
（
同
右
天
冊
ｌ
同
右
九
○
頁
）

（
虚
）

か
く
て
八
神
ｖ
は
、
八
気
Ｖ
に
面
す
る
な
ら
ば
八
物
ｖ
の
方
に
あ
る
け
れ
ど

（
天
）

（
形
）

も
、
人
物
ｖ
と
面
し
た
ら
八
気
ｖ
の
方
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

（
本
）

ま
り
活
力
は
、
時
空
よ
り
は
「
か
た
ち
あ
る
も
の
」
だ
が
、
物
体
よ
り
は
「
か

た
ち
な
き
も
の
」
な
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
八
神
ｖ
の
二
面

を
梅
園
は
〃
天
神
″
と
〃
本
神
″
と
い
う
用
語
で
表
現
し
て
ゑ
せ
た
。
八
天
ｖ

は
人
気
ｖ
に
、
そ
し
て
八
本
ｖ
は
八
物
ｖ
と
同
義
の
概
念
で
あ
る
こ
と
は
も
は

や
繰
り
返
す
ま
い
。
八
天
ｖ
か
ら
見
る
な
ら
ば
八
神
ｖ
は
人
物
ｖ
の
側
に
あ
る

け
れ
ど
も
、
八
本
ｖ
よ
り
見
た
ら
八
神
ｖ
は
八
気
ｖ
の
側
に
あ
る
。
引
き
続
い

て
梅
園
の
言
葉
を
次
に
記
し
た
い
。

Ｏ
●
ニ
シ
●
ヲ
●
●
ニ
ス
●
ヲ
●
●
ニ
ス
ル
●
ヲ
Ｏ
●

天
中
物
し
神
、
物
中
気
し
神
、
物
中
気
し
神
者
、
本
神
之
活
立
、

。
●
ニ
ス
ル
●
ヲ
Ｏ
●

天
中
物
レ
神
者
、
天
神
之
為
成
、
（
『
玄
語
』
天
冊
ｌ
『
梅
園
全
集
』

上
巻
七
五
頁
）

０
●

シ
●
●
ヲ
●

ス
●
●
ヲ
ス
レ
〈
○
●
●

天
気
而
有
二
開
神
物
一
、
地
物
而
活
二
立
神
物
一
、
自
二
本
立
神
活
一
則
物

●
●
●
ス
レ
ハ
○
●

０
●
●
●
●
ニ
ス
ル
●
Ｏ

物
而
神
気
也
、
自
二
天
有
神
開
一
則
天
気
而
神
物
也
、
物
し
神
之
天
者
、

●
ニ
ス
ル
●
Ｏ

精
而
莫
レ
所
し
不
し
有
、
…
気
し
神
之
本
者
、
鹿
而
莫
レ
所
し
不
し
立
、
（
同
右
）

Ｏ

●
Ｏ
●
Ｏ
●
●
●
Ｏ
●

天
地
者
、
地
物
而
天
気
也
、
天
神
者
、
神
物
而
天
気
也
、
地
物
也
、
故
為
し

Ｏ

●
●

Ｏ

天
所
レ
容
、
神
物
也
、
故
為
し
天
所
し
有
（
同
右
五
八
頁
）

ニ
ス
ル
ヲ
ニ
ス
八
ヲ

右
の
文
の
「
天
中
神
し
物
、
物
中
気
し
神
」
「
物
物
而
神
気
也
、
：
夫
気
而
神

ニ
ス
ル
ヲ
ニ
ス
ル
ヲ

物
也
」
「
物
し
神
之
天
…
気
し
神
之
本
」
な
ど
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
が
ゑ
な
人
神
ｖ

を
〃
天
神
″
〃
本
神
″
の
両
面
か
ら
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
か
つ

て
張
子
に
は
な
か
っ
た
梅
園
の
独
自
の
構
想
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
張
子

の
八
神
ｖ
’
八
気
ｖ
’
八
形
ｖ
か
ら
梅
園
の
八
気
ｖ
’
八
神
ｖ
’
八
物
ｖ
へ
と

構
造
が
改
良
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
八
神
ｖ
と
人
気
ｖ
の
順
序
が
逆
転
し
、

八
気
ｖ
は
八
虚
ｖ
の
方
に
上
昇
し
た
の
に
対
し
て
逆
に
八
神
ｖ
は
八
物
ｖ
の
方

に
下
降
さ
せ
ら
れ
た
。

さ
て
張
子
の
八
神
ｖ
’
八
気
ｖ
’
八
形
ｖ
と
い
う
気
論
の
内
容
は
、
じ
つ
は

八
一
Ｖ
’
八
気
ｖ
’
八
両
ｖ
と
い
う
数
論
の
形
式
と
分
か
ち
難
く
結
び
付
い
て

い
た
。
（
付
図
参
照
）
人
気
ｖ
は
．
物
両
体
」
つ
ま
り
対
立
の
統
一
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
人
気
ｖ
の
八
一
Ｖ
な
る
方
面
が
八
神
ｖ
で
あ

五



I

る
の
に
対
し
、
逆
に
八
両
Ｖ
な
る
方
面
は
人
形
ｖ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か

く
て
虚
Ｉ
神
’
一
の
統
一
性
と
物
Ｉ
形
Ⅱ
両
の
対
立
性
が
人
気
ｖ
の
二
面
を
な

す
わ
け
で
あ
る
。
前
者
が
連
続
で
あ
る
性
質
、
そ
し
て
後
者
は
連
続
で
な
い
性

質
だ
と
み
な
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
。
（
八
神
ｖ
は
運
動
の
活
力
で
あ
り
、

人
形
ｖ
は
物
体
の
形
象
だ
と
い
う
こ
と
は
も
う
繰
り
返
す
ま
い
。
）
こ
の
よ
う

に
し
て
八
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
ｖ
’
八
形
ｖ
と
い
う
気
論
の
構
造
と
八
一
Ｖ
’
八
気
ｖ

’
八
両
ｖ
と
い
う
数
論
の
図
式
が
表
裏
を
な
し
て
い
た
。
張
子
の
論
説
を
左
に

掲
げ
て
お
こ
う
。

●
●
●
●
●
●

一
物
両
休
、
気
也
、
一
故
神
、
両
故
化
、
此
天
之
所
以
参
也
、
（
『
正
蒙
』

参
両
篇
）

●

●

阿
不
立
則
一
不
可
見
、
一
不
可
見
則
両
之
用
息
、
両
体
者
虚
実
也
、
動
静

也
、
聚
散
也
、
清
濁
也
、
其
究
一
而
已
、
（
同
右
太
和
篇
）

０
０

０
Ｏ

気
本
之
虚
則
湛
、
本
無
形
、
感
而
生
則
聚
而
有
象
、
有
象
斯
有
対
、
対
必

反
其
為
、
有
反
斯
有
仇
、
仇
必
和
而
解
（
同
右
）

（
張
子
の
著
書
『
易
説
』
下
に
は
右
の
文
の
前
半
二
条
を
結
び
付
け
て
再
録

し
て
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。
）
こ
の
よ
う
に
「
無
形
」
の
統
一
と

「
有
象
」
の
対
立
は
、
た
が
い
に
移
行
し
か
つ
依
存
し
あ
う
。
す
で
に
八
散
Ｖ

の
内
に
八
聚
Ｖ
が
含
ま
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
や
が
て
八
聚
Ｖ
の
中
に

八
散
Ｖ
は
包
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
対
立
Ｉ
統
一
こ
そ
が
万
有
の

造
化
を
も
た
ら
す
の
だ
と
見
る
点
で
、
梅
園
も
ま
た
張
子
に
著
し
く
似
て
い

た
。
ち
ょ
う
ど
張
子
の
八
一
Ｖ
と
八
両
ｖ
に
照
応
す
る
梅
園
の
術
語
は
、
八

一
Ｖ
と
八
二
Ｖ
で
あ
る
。
梅
園
の
言
葉
を
次
に
記
し
た
い
。

●

●
●

●
●

二
者
反
而
合
。
一
者
一
而
分
ｏ
是
故
一
者
不
レ
能
し
不
レ
ニ
。
二
者
不
し
能
し
不
し

●
●
●

●
●

一
・
一
二
而
成
。
一
二
而
不
レ
窮
・
（
『
垂
倫
子
』
ｌ
『
大
分
県
史
料
』
⑫
五
頁
）

し
か
し
梅
園
の
気
論
の
内
容
は
八
気
ｖ
’
八
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
物
ｖ
で
あ
っ
た
か

ら
、
や
は
り
数
論
の
形
式
も
八
一
Ｖ
Ｉ
Ａ
神
ｖ
’
八
二
Ｖ
に
な
る
ほ
か
は
な

い
。
（
付
図
参
照
）
人
気
ｖ
が
八
一
Ｖ
な
る
方
面
で
あ
る
の
に
対
し
、
逆
に
人

物
ｖ
は
八
二
Ｖ
な
る
方
面
だ
っ
た
。
そ
し
て
人
神
ｖ
は
、
人
気
ｖ
か
ら
見
る
な

ら
ば
八
二
Ｖ
の
側
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
八
物
ｖ
よ
り
見
た
ら
八
一
Ｖ
の
側
に
あ

る
。
か
く
て
八
神
ｖ
は
八
一
Ｖ
と
八
二
Ｖ
の
間
に
挾
ま
る
。
つ
ま
り
時
空
は
統

一
、
そ
し
て
物
体
は
対
立
、
さ
ら
に
活
力
は
時
空
よ
り
も
対
立
的
で
あ
る
け
れ

ど
も
物
体
よ
り
は
統
一
的
な
の
だ
と
ゑ
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
ま
た
気
Ｉ

虚
Ｉ
天
の
統
一
性
は
連
続
で
あ
る
性
質
、
そ
し
て
物
Ｉ
形
１
本
の
対
立
性
は
速

続
で
な
い
性
質
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
人
神
ｖ
は
、
〃
天
神
″
と

し
て
は
八
二
Ｖ
で
あ
る
の
に
対
し
、
逆
に
〃
本
神
″
と
し
て
は
八
一
Ｖ
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
〃
天
神
″
は
気
Ｉ
虚
Ｉ
天
の
側
か
ら
見
た
八
神
ｖ
で

あ
り
、
そ
し
て
〃
本
神
〃
は
物
Ⅱ
形
１
本
の
側
よ
り
見
た
八
神
ｖ
だ
っ
た
。
引

き
続
い
て
梅
園
の
語
句
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

●

０
●

道
者
神
也
、
是
以
非
二
本
神
一
則
不
レ
能
下
混
二
成
二
一
而
活
立
星
、
不
二
活
立
一

●
ニ
ス
ル
●

０

０
●

●

則
不
し
能
し
神
レ
物
、
徳
者
天
也
、
是
以
非
二
天
神
一
則
不
レ
能
下
築
二
立
一
一
而

ニ
ス
ル
ヲ

剖
対
上
、
不
二
剖
対
一
則
不
レ
能
し
事
し
物
、
（
『
玄
語
』
天
冊
ｌ
『
梅
園
全
集
』

上
巻
四
五
頁
）

●
●
●
●

０
●

●

一
有
二
、
二
開
一
、
故
徳
天
也
、
一
之
有
也
、
狼
跡
自
成
、
道
者
神
也
、

●二
之
開
也
、
使
レ
為
二
機
状
一
、
（
同
右
四
四
頁
）

こ
の
よ
う
に
し
て
張
子
の
八
一
Ｖ
ｌ
人
気
ｖ
’
八
両
ｖ
か
ら
梅
園
の
八
一
Ｖ

Ｉ
Ａ
神
ｖ
’
八
二
Ｖ
へ
と
図
式
が
修
正
さ
れ
た
。
右
の
文
で
は
〃
天
神
″
に
「

道
徳
」
が
結
び
付
け
ら
れ
る
が
、
じ
つ
は
こ
れ
ら
梅
園
の
術
語
も
張
子
か
ら
由

来
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
『
正
蒙
』
の
用
例
か
ら
も
わ
か
る
。
（
註
２
）

一
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さ
て
前
章
で
問
題
に
な
っ
た
八
虚
ｖ
と
人
気
ｖ
の
同
一
Ｉ
区
別
の
関
係
に
立

●
●

ち
返
り
た
い
。
張
子
は
、
一
方
で
「
太
虚
即
気
」
と
語
り
な
が
ら
も
他
方
で
「

●
●

合
虚
与
気
」
と
述
べ
る
。
あ
く
ま
で
も
八
虚
ｖ
と
八
気
ｖ
の
同
一
は
区
別
に
よ

り
媒
介
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
虚
Ｉ
神
が
上
位
で
あ
り
、
気
Ⅱ
形
は
下
位

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
虚
ｖ
に
流
通
す
る
の
は
八
神
ｖ
で
あ
る
の
に

対
し
逆
に
八
形
ｖ
に
凝
固
す
る
の
が
八
気
ｖ
な
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
張

子
の
文
章
を
次
に
記
そ
う
。

●

散
殊
可
象
為
気
、
清
通
不
可
象
為
神
、
（
『
正
蒙
』
太
和
篇
）

●

●

●
●

由
太
虚
有
天
之
名
、
由
気
化
有
道
之
名
、
合
虚
与
気
有
性
之
名
、
（
太
和

篇
）

●
●

●
●

凡
可
状
皆
有
也
、
凡
有
皆
象
也
、
凡
象
皆
気
也
、
気
之
性
本
虚
而
神
、
則

●神
与
性
、
乃
気
所
固
有
、
此
鬼
神
所
以
体
物
而
不
可
遣
也
、
（
乾
称
篇
）

梅
園
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
張
子
の
八
神
ｖ
と
八
気
ｖ
の
順
序
が
逆
転
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
当
章
で
論
述
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ

●
●

●
●

は
ま
た
張
子
の
「
気
之
性
本
虚
而
神
」
と
梅
園
の
「
神
本
気
而
気
者
天
」
と
い

う
語
を
比
べ
て
ゑ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
八
神
ｖ
が
人
物
ｖ
の
方

へ
下
降
さ
せ
ら
れ
た
の
と
入
れ
替
り
に
八
気
ｖ
は
八
虚
ｖ
の
方
へ
上
昇
で
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
梅
園
の
八
虚
ｖ

と
人
気
ｖ
の
関
係
も
ま
た
区
別
に
よ
り
媒
介
さ
れ
た
同
一
で
あ
る
こ
と
に
か
わ

り
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
八
気
ｖ
は
、
八
虚
ｖ
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず

八
神
ｖ
な
い
し
八
物
ｖ
に
す
ら
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
梅
園
に
し
て
承
る

な
ら
ば
、
張
子
の
八
虚
ｖ
と
八
気
ｖ
の
間
は
な
お
離
れ
す
ぎ
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
（
註
３
）

そ
こ
で
前
章
で
問
題
に
し
た
「
然
未
壼
突
」
と
い
う
梅
園
か
ら
張
子
へ
の
評

言
に
再
び
戻
り
た
い
。
そ
の
後
続
の
文
中
で
梅
園
は
「
離
し
気
而
見
レ
虚
也
」
と

張
子
を
、
ま
た
「
除
し
天
而
見
レ
空
也
」
と
列
子
を
批
判
し
て
の
け
て
い
た
ｐ
ゞ
し

か
る
に
た
し
か
に
小
柳
博
士
が
叙
述
さ
れ
た
ご
と
く
、
張
子
は
「
太
虚
即
気
」

〃
無
無
″
「
不
能
無
気
」
と
記
す
こ
と
も
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
は
た

し
て
梅
園
は
、
そ
れ
を
誤
解
な
い
し
看
過
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
ま
さ

か
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
梅
園
に
と
っ
て
は
、
張
子
の
八
虚
ｖ
と
人
気
ｖ
の
間

は
な
お
離
れ
す
ぎ
て
い
た
の
で
、
や
は
り
ま
だ
完
全
・
十
分
で
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
八
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
ｖ
ｌ
人
形
ｖ
か
ら
八
気
Ｖ
Ｉ
Ａ
神
ｖ
ｌ

人
物
ｖ
へ
と
構
造
が
改
良
さ
れ
、
八
一
Ｖ
ｌ
人
気
ｖ
’
八
両
ｖ
か
ら
八
一
Ｖ
’

八
神
ｖ
’
八
二
Ｖ
へ
と
図
式
が
修
正
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

宋
学
以
来
の
「
二
気
之
良
能
」
（
張
子
）
「
天
地
之
功
用
」
（
程
子
）
と
い
う

概
念
規
定
を
受
け
容
れ
た
ら
し
く
梅
園
の
八
神
ｖ
も
ま
た
人
気
ｖ
の
機
能
・
作

用
（
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
）
だ
っ
た
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
張
子
の

八
神
ｖ
は
、
い
わ
ば
形
而
上
の
本
体
と
し
て
い
ま
だ
八
気
ｖ
の
上
位
に
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
註
４
）
こ
れ
に
対
し
て
逆
に
梅
園
の
八
神
ｖ
は
も

は
や
形
而
下
の
現
象
と
し
て
人
気
ｖ
の
下
位
に
な
っ
た
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か

え
な
い
。
梅
園
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
物
質
Ｉ
運
動
と
し
て
の
八
気
ｖ
は
、
時
間

１
空
間
と
し
て
の
八
虚
ｖ
に
同
化
し
、
活
力
で
あ
る
八
神
ｖ
は
、
物
体
で
あ
る

人
物
ｖ
と
合
体
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
時
間
（
時
）
と
活

力
（
神
）
、
空
間
（
処
）
と
物
体
（
物
）
を
結
び
付
け
る
と
い
う
さ
ら
に
独
自

な
構
想
さ
え
も
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
梅
園
の
言
葉
を
左
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。

●
●

●

●

夫
天
地
者
神
物
而
已
、
神
者
精
而
不
レ
為
二
其
処
一
、
鯵
淳
而
活
、
物
者
虎

而
定
二
其
処
一
、
混
愉
而
立
、
（
『
賛
語
』
身
生
峡
ｌ
『
梅
園
全
集
』
上
巻

三
九
○
頁
）
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’

●

ハ
ス
●
ヲ
●

●
●

故
処
得
し
物
而
託
し
体
、
時
得
し
期
而
見
レ
神
、
物
者
、
神
与
物
也
（
『
玄

語
』
地
冊
ｌ
同
右
一
○
七
頁
）

儒
者
で
あ
り
な
が
ら
梅
園
は
、
物
体
・
活
力
な
い
し
空
間
・
時
間
に
特
別
の

興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
張
子
の
『
正
蒙
』
に
も
、
天
文
や

気
象
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
お
よ
そ
七
百
年
後
の

梅
園
は
、
観
察
・
実
験
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
の
よ
り
進
歩
・
発
達
し
た
中
国
・

日
本
の
科
学
な
い
し
洋
学
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
出
の
「
浦
子
手

記
」
の
読
書
目
録
に
も
、
明
清
の
天
文
学
書
や
江
戸
時
代
の
博
物
学
書
が
多
州

す
る
し
、
動
物
や
人
体
の
解
剖
な
ど
に
つ
い
て
は
、
内
外
か
ら
最
新
の
一
三
－

ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
も
い
た
。
し
か
し
数
学
と
結
び
付
い
た
力
学
や
光
学
が
日

本
に
出
現
し
た
の
は
、
梅
園
残
後
の
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
志
筑

忠
雄
（
長
崎
の
通
詞
だ
っ
た
）
や
帆
足
万
里
（
梅
園
の
門
人
の
弟
子
で
あ
る
）

は
、
数
量
や
図
形
に
も
と
づ
き
な
が
ら
西
欧
の
物
理
・
化
学
を
訳
出
・
解
説
し

て
ゑ
せ
た
。
い
ま
だ
彼
等
は
人
気
ｖ
と
八
神
ｖ
の
範
嬬
を
利
用
し
て
は
い
る

が
、
す
で
に
そ
の
科
学
は
機
械
論
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
八
気
ｖ

と
八
神
ｖ
の
概
念
を
根
本
と
す
る
梅
園
の
哲
学
は
、
ま
だ
物
活
論
的
だ
っ
た
と

ゑ
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
し
か
し
も
は
や
汎
神
論
的
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
こ
と
は
、
人
気
ｖ
と
八
神
ｖ
を
め
ぐ
る
以
上
の
関
係
か
ら
し
て
も
容
易
に
理

解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

〃
無
無
″
な
る
八
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″
す
る
と
い
う
張
子
の
思
想

は
、
お
よ
そ
七
百
年
後
の
梅
園
に
よ
り
継
承
か
つ
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
梅
園
も

ま
た
〃
不
無
″
な
る
八
虚
ｖ
に
人
気
ｖ
が
〃
聚
散
″
す
る
と
し
た
。
し
か
し
梅

註
①
か
っ
て
安
田
二
郎
氏
に
よ
り
張
子
の
八
虚
ｖ
’
八
気
ｖ
の
概
念
が
以
下

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

安
田
氏
「
右
の
如
く
、
張
子
の
太
虚
は
有
形
な
る
気
と
し
て
の
万
物
を
含
む

無
形
な
る
気
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
張
子
の
所
謂
気
が
瓦
斯
状
空
気
状
の
物

質
で
あ
る
こ
と
を
前
提
す
る
。
…
何
と
な
ら
ば
無
即
ち
空
虚
が
認
め
ら
れ
ぬ
と

こ
ろ
に
、
原
子
論
の
成
立
し
得
よ
う
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
中
国
近
世

思
想
研
究
』
ｐ
調
）
「
か
く
見
来
る
な
ら
ば
、
気
が
原
子
的
な
物
質
で
は
な

く
、
瓦
斯
状
空
気
状
の
物
質
で
あ
る
こ
と
は
決
定
的
で
あ
る
。
有
形
な
る
諸
存

在
の
生
成
と
消
滅
と
は
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
気
の
濃
厚
化
と
稀
薄
化
と
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
存
在
の
全
体
は
連
続
せ
る
一
者
で
あ
り
、
非
連
続
的
に

見
え
る
有
形
な
る
存
在
は
、
か
か
る
連
続
体
の
上
に
生
ず
る
凝
り
の
如
き
も
の

で
あ
っ
た
。
」
（
同
上
ｐ
師
）

原
子
の
イ
メ
ー
ジ
に
折
角
反
対
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
空
気
状
瓦
斯
状
の
物
質
」

と
い
う
形
容
の
仕
方
は
、
む
し
ろ
適
切
で
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
空
気
や

ガ
ス
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
真
空
の
内
部
に
飛
び
交
う
分
子
つ
ま
り
原
子
に
ほ

か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
「
連
続
せ
る
一
者
」

が
ど
う
し
て
〃
聚
散
″
（
升
降
）
で
き
よ
う
か
？
じ
つ
は
八
虚
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
ｖ
に

園
に
よ
れ
ば
、
張
子
の
気
諭
（
数
論
）
と
て
も
ま
だ
完
全
・
十
分
で
な
い
と
い

う
。
か
く
て
張
子
の
Ａ
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
気
Ｖ
Ｉ
Ａ
形
ｖ
か
ら
梅
園
の
人
気
Ｖ
Ｉ

Ａ
神
Ｖ
Ｉ
Ａ
物
ｖ
へ
と
気
論
の
構
造
が
改
良
さ
れ
た
。
さ
ら
に
張
子
の
八
一
Ｖ

’
八
気
ｖ
’
八
両
ｖ
か
ら
梅
園
の
八
一
Ｖ
Ｉ
Ａ
神
ｖ
’
八
二
Ｖ
へ
と
図
式
も
修

正
さ
れ
た
。
以
上
が
八
気
ｖ
と
八
神
ｖ
の
概
念
を
吟
味
し
な
が
ら
考
察
し
た
思

想
史
上
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
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Ⅱ
統
一
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
一

註
⑨
一
文
を
例
に
挙
げ
よ
う
。

●神
天
徳
、
化
天
道
、
徳
其
柾

徳
其
休

と
っ
て
は
、
連
続
で
あ
る
性
質
（
無
無
）
は
一
面
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
反
面
に
連

続
で
な
い
性
質
（
聚
散
）
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
八
虚
ｖ
と
人
気
ｖ
の
同
一

は
、
ど
こ
ま
で
も
区
別
に
よ
り
媒
介
さ
れ
る
。
物
質
空
間
と
表
裏
一
体
の
微
細

粒
子
が
集
中
・
分
散
し
て
こ
そ
「
濃
厚
化
・
稀
薄
化
」
も
あ
り
う
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
現
代
中
国
の
研
究
者
達
に
よ
る
「
原
子
」
や
「
願
粒

物
質
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
規
定
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
八
虚
Ｖ
Ｉ

Ａ
気
ｖ
の
連
続
で
あ
る
方
面
（
無
無
）
と
連
続
で
な
い
方
面
（
聚
散
）
の
対
立

Ｉ
統
一
を
見
事
に
看
破
さ
れ
た
の
は
何
酢
豚
氏
で
あ
る
。
以
下
に
紹
介
し
て
お

》
」
戸
、
／
Ｏ
何
氏
「
実
際
上
、
在
張
載
和
王
夫
之
的
観
念
裡
、
〃
元
気
″
是
一
種
連
続
形

態
的
物
質
。
…
可
是
、
〃
元
気
″
論
也
並
不
是
把
物
質
理
解
為
只
是
連
続
的
。

〃
気
″
這
種
連
続
形
態
物
質
、
要
〃
聚
″
而
成
〃
形
″
、
而
〃
形
″
這
種
不
連

続
形
態
的
物
質
。
要
〃
散
″
而
為
〃
気
″
・
可
以
説
、
這
種
〃
元
気
″
聚
散
的

道
理
在
一
定
程
度
上
又
渉
及
到
了
連
続
和
不
連
続
的
弁
証
法
。
。
：
但
張
載
和
王

夫
之
認
為
、
〃
気
″
和
〃
形
″
是
相
互
転
化
的
。
因
而
他
椚
所
提
出
的
〃
気
″
、

（
エ
ー
テ
ル
．
）

与
其
説
接
近
子
〃
以
太
川
、
不
如
説
更
接
近
子
現
代
科
学
所
説
的
場
・
場
的
〃
聚

″
〃
散
〃
便
形
成
実
物
、
亦
即
激
発
成
各
種
各
様
的
粒
子
・
」
（
「
唯
物
主
義
的

〃
元
気
″
学
説
」
ｌ
『
中
国
科
学
』
第
五
期
一
九
七
五
年
九
月
ｐ
似
）

右
の
文
で
人
気
ｖ
が
著
し
く
似
る
と
い
う
〃
場
″
が
、
粒
子
と
波
動
の
対
立

Ⅱ
統
一
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
張
子
の
「
利
者
為
神
、
滞
者
為
物
」
（
誠
明
篇
）
や
「
地
者
物

篇
一

、
道
其
用
、
一
於
気
而
已
（
『
正
蒙
』
神
化

也
、
天
者
神
也
」
（
神
化
篇
）
と
い
う
よ
う
な
八
神
ｖ
と
人
物
ｖ
の
対
比
の
仕

方
も
、
梅
園
に
と
っ
て
参
考
の
材
料
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

註
⑧
す
で
に
程
子
に
よ
り
張
子
の
八
神
ｖ
と
八
気
ｖ
の
間
が
離
れ
て
い
る
こ

と
が
批
判
さ
れ
て
い
た
。
以
下
の
二
条
が
そ
れ
で
あ
る
。

●
●
●
●

●

気
外
無
神
、
神
外
無
気
、
或
者
謂
清
者
神
、
則
濁
者
非
神
乎
、
（
「
河
南

二
程
遺
書
』
第
十
一
）

●
●

●
●
●

神
気
相
極
周
而
無
余
、
謂
気
外
有
神
、
神
外
有
気
、
是
両
之
也
、
清
者
為

神
、
濁
者
何
独
非
神
乎
（
『
二
程
粋
言
』
巻
之
三
）

右
の
文
で
「
或
者
」
と
は
張
子
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
気
外
無
神
、
神
外
無
気
」
を
立
場
と
す
る
程
子
に
し
て
象
れ
ぱ
、
張
子
の
見

地
は
、
あ
た
か
も
「
気
外
有
神
、
神
外
有
気
」
と
説
く
に
等
し
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

註
㈹
八
神
ｖ
が
形
而
上
的
で
あ
り
形
而
下
的
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
張
子

自
身
お
よ
び
王
夫
之
注
の
以
下
の
文
章
か
ら
し
て
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。

●
●

天
之
不
測
謂
神
、
神
而
有
常
謂
天
、
運
於
無
形
之
謂
道
、
形
而
下
者
、
不

足
以
言
之
、
（
『
正
蒙
』
天
道
篇
）

形
而
上
即
所
謂
情
通
而
不
可
象
者
也
、
（
『
張
子
正
蒙
注
』
）

九


